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自動車製メーカーの３Ｒの取り組みついて

自動車は生産～使用～使用済車の廃棄に至るすべての過程で３Ｒとの係わりを

持っている。

自動車メーカーでは、開発設計段階、生産段階における３Ｒへの取り組みをはじ

め、使用段階、使用済車の廃棄段階についても３Ｒに配慮した事業活動を推進して

いる。

生産段階における廃棄物最終処分量は１９９０年度の約３５万トンから２００４年度

には約１.２万トンにまで削減している。
また、使用済自動車については、もともと金属回収の観点から価値が高く、従来か

ら市場原理の中で自動車解体事業者などによってリサイクルが行われてきており、

８０％を超えるリサイクル率となっていたが、１９９０年代の後半より日本自動車工業

会が中心となって、フロンやエアバッグの回収、ＡＳＲ（自動車シュレッダーダスト）の

減容・固化・リサイクル技術開発等の自主的な取り組みを推進し、自動車リサイクル

法施行後の２００５年度の実績については、ＡＳＲのリサイクル率は全体で６０％以

上、車全体としても９２％程度のリサイクル率まで向上している。



３Ｒに係わる自動車の現状３Ｒに係わる自動車の現状

１．生産台数

２．販売台数

３．保有台数

４．平均使用年数

５．使用済車発生台数

６．生産時の廃棄物発生量

四輪車 １,０８０万台 二輪車 １７９万台

四輪車 ５８５万台 二輪車 ７１万台

四輪車 ７,５７０万台 二輪車 １,３２０万台

乗用車 約１１年 トラック約１２年 バス約１５年
（使用済車の平均使用年数は約12.5年）

３５０万台前後（推定）

約１.２万トン

※．平均使用年数、生産時の廃棄物発生量は０５年度データー、その他は０５年データー ２



自動車のライフサイクルと代表的な３Rの取り組み自動車のライフサイクルと代表的な３Rの取り組み

易解体性、材料選択、環境負荷物質使用廃止等

歩留まり向上、生産材投入量削減、

副資材の再使用、端材の再使用・リサイクル等

梱包材の削減、リターナブルパレット採用等

中古部品の再使用

使用済（交換）部品の回収・リサイクル

中古部品の回収・流通

金属材料、非金属材料（ＡＳＲ）の回収・リサイクル
３



３Ｒ配慮設計１． 易解体性の配慮３Ｒ配慮設計１． 易解体性の配慮

出典：トヨタ自動車 日産自動車

使用済車からの部品取りや
金属・非金属素材取りの向上

４



３Ｒ配慮設計２． 材料の選択３Ｒ配慮設計２． 材料の選択

出典：トヨタ自動車 日産自動車 本田技研工業

回収バンパー材料から
バンパーを製造

ＰＥＴボトルから
自動車部品を製造

リサイクル材や生分解性プラスチックの活用

５
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鉛の削減実績鉛の削減実績

★ 1,850g/台 （1996年実績、バッテリーを除く）

●

４６３

ＥＵの段階的削減を
使用量相当に換算したレベル

２０００

●

３７
０

●

３１０

1997年自主取組み開始

従前目標
2005年末 617g
（1996年の1/3以下）

２４０
●

使用量平均
（市場投入新型乗用全モデル）

従前目標
2000年末 925ｇ
（1996年の１/2以下）

2002年取組み目標強化
（現目標に改訂）

現目標
2006年1月以降

185g
（1996年の1/10以下）

１００※
●

※．２００６年１～6月に市場投入された
全新型乗用ﾓﾃﾞﾙの使用量平均値

07年１月以降使用禁止
カドミ
ウム

08年１月以降使用禁止六価
クロム

05年1月以降、
以下を除き使用禁止

交通安全の観点で使用す
る以下の部品は除外。
（１）ナビゲーション等の液晶

ディスプレイ
（２）コンビネーションメーター
（３）ディスチャージヘッドランプ
（４）室内蛍光灯

水銀

06年１月以降1/10以下
･但し、大型商用車（含バス）
は1/4以下

鉛

目 標物質

３Ｒ配慮設計３． 環境負荷物質の削減・廃止３Ｒ配慮設計３． 環境負荷物質の削減・廃止

６

自主目標を設定して取り組みを推進
内容はＥＵ指令に準拠したもの。

※．ＥＵ指令では、大型車、二輪車、架装物は
対象外としているが、自主取組ではこれらも
対象として取り組みを推進。



生産段階での廃棄物低減実績生産段階での廃棄物低減実績

自工会目標 2010年度最終処分量 11,000ｔ／年 （90年度比 97%減）

※．2010年度BAU：2010年度生産金額は、「H17年度の経済見通しと経済財政運営の基本的態度」（2005年1月閣議決定）で
示された経済成長率（1.6％）見込みを基に試算し、21,4兆円と想定。それをベースにBAUを算出。
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取り組み開始以降１５年で９５％以上の削減を実現



0

50

100

150

200

250

300

00 01 02 03 04
10

11

12

13

14

15

鋳物廃砂

金属くず

排出
原単位

参考：生産段階での副産物発生抑制と有効利用促進実績参考：生産段階での副産物発生抑制と有効利用促進実績

0.016（18.0%)

0.007 (40.9%)

最終処分量

0.043%99.7%37.0 (103.0%)37.1 (103.0%)鋳物廃砂

0.003%約100%202.2 (97.2%)202.3 (97.2%)金属くず

最終処分率再資源化率再資源化量発生量

万ｔ (前年度比）

（ｔ/億円）（万ｔ）

202.3

37.136.0

208.2

12.3012.99

14.14

39.3

195.7

８



《発生源対策》

・鋳物集塵ダストの低減

・端材活用やブランク工法改善による金属くず低減

・セミドライ切削等による廃油低減

・各工程の継続改善、歩留向上による排出物低減

《再資源化対策》

・金属くずの再資源化

・鋳物廃砂、汚泥のセメント原料化

・廃プラスチックの部品再生化、高炉還元材原料化

・塗料かすの防振材リサイクル化

・研磨かすの有償化

生産段階での廃棄物低減の主な対策例生産段階での廃棄物低減の主な対策例

９



生産段階での廃棄物低減対策事例生産段階での廃棄物低減対策事例

出典：スズキ １０



生産段階での廃棄物低減対策事例生産段階での廃棄物低減対策事例

出典：本田技研工業

ブランキング変更による材料歩留まり向上

現状 改善策 歩留まり効果

ブランク材 R/L分割

ブランク材 R/L台形分割

ブランク材 台形

ブランク材 変形分割

ブランク材 台形

従来比４％向上

従来比１０％向上

従来比６％向上

従来比６％向上

従来比５％向上

１１



生産段階での廃棄物低減対策事例生産段階での廃棄物低減対策事例

出典：三菱自動車工業

エンジン取付穴ゴミ付着防止用のプラグは、シール剤付着のため、

１回の使用で廃棄していたが、自作の装置でシール剤を除去するこ

とにより、約１２回の再利用を可能とした。

エンジン組立工程での
シッピングプラグの再使用

１２


